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▲初秋の瑠璃沼

　裏磐梯の過ごしやすい夏があっという間に過ぎ、すっかり秋風の薫る季節になってきました。萩や芒
などの秋の七草にも数えられる植物が草むらに茂り、趣のある鳴く虫の声が響いています。
　写真は瑠璃沼ですが、その名に冠する「瑠璃」は、仏教の七宝の一つとされる青色の宝石を指し、こ
の宝石の色にちなんだ「瑠璃色」は、高貴な青色の形容として古くから用いられてきました。瑠璃沼は、
そのように神々しくも感じられる沼の深い青色に加え、まわりの森の緑色や空の色が映り込み、実に複
雑な色彩を織りなしています。この沼の景色は、自然にしか成しえない美しさというものがあることを、
改めて教えてくれます。
　これからの季節には、さらに紅葉の赤や黄色が彩りを添え、一年で最も色彩豊かな景色となります。
まさに、芸術の秋の到来です。この秋はぜひ、五色沼湖沼群の自然の絵画で目を肥やしてみてはいかが
ですか？

はぎ すすき

るり



　ぐるぐる回る地球という乗り物に乗っている私たちは、「星空」という地球外の宇宙のようすを、車窓の景色

のように楽しむことができます。今年の夏は天気が悪かったので、これからよくなることを期待し、夏から秋

の星空を紹介します。

～「地球のそとの景色を眺めよう」～
００３

裏磐梯ずかん

①夏の大三角

　この季節、ほぼ頭のてっぺんにある明

るい星がベガです。天の川の向かい側に

あるのがアルタイル、天の川のなかで輝

くのがデネブで、三つの一等星で「夏の

大三角」をかたちづくります。

夏から秋の星空観察　入門編

②さそり座

　夏の南の空の主役のさそり座も、9月

になると南西の空低くなります。傾いた

さそりは、夏の終わりを感じさせます。
③天の川

　天の川とは、私たちの銀河系（天の川銀河；

地球もその一員）を地球からみた姿そのも

のです。直径 10 万光年 2000 億個の星の大

集団で、私たちがみることのできる最も壮

大なパノラマです。

⑤アンドロメダ銀河

　アンドロメダ姫のおなかの近くにあるボーッ

とした光のかたまりが、私たちの銀河系とほぼ

同じ大きさのアンドロメダ銀河、 約 2000 億個

の星の大集団です。

④秋の四辺形

　空を飛ぶ天馬ペガスス

の胴体にある四つの二等

星が「秋の四辺形」と呼

ばれ、秋の目じるし星と

なっています。

おすすめ星空観察スポット

☆早稲沢スポーツパーク付近、白布峠

☆グランデコスノーリゾート駐車場

☆秋元湖堰堤付近

☆裏磐梯サイトステーション駐車場

星空観察の前に…
☆明るいうちに一度下見をしておきましょ

う。東西南北も確認しておくと星を探しや

すいです。

☆うちわは、虫よけと外灯よけになります

ヨ。一つあると便利！

☆満月前後の明るい月が出ていると天の川や星がみえにく

くなるので、旧暦の日にちも確認しておきましょう。

☆季節の目じるし星には、春の大三角、春の大曲線、夏の

大三角、秋の四辺形、秋の大曲線、冬の大三角、冬のダイ

ヤモンドなどがあります。まずこれを覚えましょう！
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自然解説員の巡視日記 その 3

 　探勝路内を歩いていると、土の上などを歩いている、長い脚を持ったクモのような生きもの、「ザ
トウムシ」をよくみかけます。クモに似ていますが、サソリに近縁で、クモとは頭と腹に分かれて
いないところなどで見分けることができます。とくに毒などは持っていませんが、見た目から嫌い
という人が多い生き物です。
　そんな嫌われがちなザトウムシですが、自然界では大切な役割があります。それはザトウムシが
食べているものに関係しています。ザトウムシが食べているものは、小型の昆虫やミミズ、それら
の死骸などです。重要なのは死骸を食べるということです。死骸を食べ、フンとして排出すると、
もとの形より小さく細かくなります。それを今度は微生物や菌類が分解し、植物の成長には欠かせ
ない養分として土に戻します。このようにザトウムシには、死骸が養分として土に戻る流れを、ス
ムーズに進行させるための大事な役割があるのです。
　ザトウムシ以外にも、見た目で嫌いと思ってしまう生き物がいるかもしれません。しかし、嫌い、
苦手と思っているものも、よく観察してよく調べてみると、おもしろい、新しい発見があるかもし
れませんよ。

嫌われているけど、実は…

おすすめ星空観察スポット

2017 年 9月 3日　くもり　
レンゲ沼・中瀬沼探勝路

▲ザトウムシの１種 ▲エサをくわえている様子

　誰でも無料で楽しむことができますのでご利用ください。
また、500円で自分だけの「オリジナル缶バッジ」にするこ
ともできます。詳しくはスタッフまでお問い合わせください。

ようこそビジターセンターへ

「ぬりえコーナー」がおすすめ！

　今年の夏休みプログラムで大好評だった「ぬりえコーナー」を常設します。子どもから大人まで、
誰でも簡単に楽しめるコーナーで、オリジナルの「ぬりえ」を体験することができます。
　「ツキノワグマの子」「アマゴイルリトンボ」「ミドリシジミのオス・メス」「モリアオガエル」「キ
ビタキ」など、裏磐梯のいきものの「ぬりえ」ですが、これから秋に向けて、植物の「ぬりえ」も
追加予定です。

▲ぬりえコーナー ▲オリジナル缶バッジ▲「ぬりえ」の仲間たち



イベント&お知らせ

野鳥の小道

ビジターセンター

ビジターセンター周辺＊いきもの暦
9-10 月

アケボノソウ

カンボクの実

アキノキリンソウ

ミゾソバ

ゴマナ
クサフジ

ビジターセンターの
窓から

TEL 0241-32-2850　FAX 0241-32-2851
ホームページ http://www.urabandai-vc.jp

磐梯朝日国立公園　裏磐梯ビジターセンター
〒969-2701
福島県耶麻郡北塩原村大字桧原字剣ヶ峯 1093-697

開館時間 9:00-17:00　入館無料
休館日 火曜日（火曜日祝日の場合は開館し翌日休館）

《編集・発行》裏磐梯ビジターセンター自然体験活動運営協議会 2017/9/28　※裏磐梯だよりの営利目的での使用をお断りします。
定期購読のお知らせ　ご住所とお名前を明記の上、82円切手 6枚（奇数月発行 1年間分）を同封し裏磐梯ビジターセンター宛にご郵送ください。

りえコーナー常設！ぬの展示をはじめます！秋
紅葉やきのこなど、展示の内容も秋にあ
わせた話題に更新中です。お楽しみに！

くわく散歩わ
スタッフがビジターセンター周辺をご案内します。
受付時間：随時
所要時間：30分程度
参加費：100円

ライドトークス
磐梯山の噴火や五色沼の水の不思議などについて、
スタッフがスライドを映しながらお話します。
受付時間：土日祝日の 14:00～
※10月 15日以降変更の可能性あり
所要時間：25分程度
参加費：無料

青い青沼がきれいです。
（クリリン）
今年の秋はきのこが大豊作？紅葉
シーズンが早まる？
（ターサン）
鳴く虫と赤トンボを探求中。
（はるるん）
カメムシの幼虫が発生中！
（さはらん）

アキアカネ

ヌスビトハギの実
ミズナラのどんぐり

テングダケ

マルバハギ

ノコンギク

ヒロハツリバナの実

ホコリタケ
マムシグサの実

ミツバアケビの実

ヤマブドウの実

カンタン
バンダイヒメギス

受付時間：随時
参加費：無料（500円で缶バッジにも
できます！）

夏休み期間中、好評だった「裏磐梯
いきものぬりえ」を継続中です。


